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岩
美
病
院
に
は
、
病
気
や
心
身
障

が
い
等
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
問
題

（
退
院
後
の
生
活
、
介
護
、
入
院
中

の
医
療
費
な
ど
）
を
調
整
・
解
決
す

る
た
め
に
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
）

等
の
社
会
資
源
を
紹
介
・
活
用
し
て
、

ご
本
人
・
ご
家
族
の
方
々
が
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
支
援
を
行
な
う
「
す

こ
や
か
相
談
室
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
相
談
室
に
は
２
名
の
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
分
野
で
働
く
福
祉
の
専

門
家
で
す
。
患
者
様
ご
本
人
や
ご
家

族
の
方
々
か
ら
様
々
な
相
談
を
受

け
、
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
初
め
て
の
入
院
で
心

細
い
、
入
院
中
の
家
族
の
生
活
が
心

配
、
入
院
中
に
使
え
る
医
療
や
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
が
知
り
た
い
等
、
病
気

に
な
る
と
様
々
な
心
配
や
不
安
が
生

地
域に
密着し

た医療を目指して

問い合せ

岩美病院　事務局
☎73-1421

「すこやか相談室」のご案内

こんな時のご相談は「すこやか相談室」に！

生活習慣病を抱え
病気への不安 介護療養施設、通所リ

ハビリを利用したい

ケガや病気で体に
障害が残ってしまった

入院中の治療費の
支払いが心配!!

その他の悩み事病院に関する苦情、疑問等について

介護保険、福祉制度に
ついて知りたい

寝たきり、認知症の
お年寄りを抱えての
介護が心配・不安

不安・心配

主治医から退院を
促された…

退院後の生活が心配

  相談時間

８：30 ～ 17：15�（土日・祝日を除く）

（時間外の場合は事前にご相談ください。）

「すこやか相談室」☎73－1421

� （相談員：中井・田中）

「すこやか相談室」のご案内 
 岩美病院には、病気や心身障害等によって生じる諸問題（退院後の生活、介護、入院中の医療

費など）を調整・解決するために、社会保障・社会福祉サービス（介護保険サービス）等の社会資

源を紹介・活用して、ご本人・ご家族の方々が安心して自立した生活を送ることができるように、

支援を行なうすこやか相談室があります。 
この相談室には２名の医療ソーシャルワーカーが相談業務を担当しています。医療ソーシャルワ

ーカーとは、保健・医療・福祉の分野で働く福祉の専門家です。患者様ご本人やご家族の方々から

様々な相談を受け、解決に向けて一緒に考えていきます。 
たとえば、初めての入院で心細い、入院中の家族の生活が心配、入院中に使える医療や福祉のサ

ービスが知りたい等、病気になると様々な心配や不安が生じると思います。そんな時は、私たち医

療ソーシャルワーカーにお気軽にお声かけください。入院中のベッドサイドでお話しを聴かせてい

ただくこともできます。もちろん、プライバシーや秘密は厳守しますので、ご安心ください。 
 どんな些細なことでも構いませんので、相談室にお越しください。 
 

こんな時のご相談は「すこやか相談室」に！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【相談時間】 ８：３０～１７：１５（土日・祝日を除く） 
（時間外の場合は事前にご相談ください。） 
「すこやか相談室」電話：０８５７－７３－１４２１（相談員：中井・田中） 
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人権学習 人の命を大切に、自助・共助・公助
　最近、自分の住んでいる地域で防災組織を立ち上
げたいということで、防災講演会等に参加する機会
が多くありました。
　「いつ来るか分からない災害に備えて、日頃から防
災意識を高め、それを維持していくことが大事です。」
と話されることは大変よく分かるのですが、・・・。
　いつでも、どこでも、だれにでもおこりうる災害
であり、今、大地震がおこったらどうしていいのか、
本当に分かりません。まさに、頭の中で考えた防災
組織であり、防災活動の段階です。
　それでも、いろいろな話し合いの会で、理解でき
ることもありました。
○防災活動で一番大切なことは、「人を災害で死なせ
ないこと」。
　防災活動は人の命を大切にする人権教育であり、
災害の減災活動はたくさんの人々のためになる福祉
教育につながるものだということです。
○自助、共助、公助の大切さです。

自助……自分で自分を助けること
共助……家族、企業や地域コミュニティで共に助け

あうこと
公助……行政による救助・支援のこと
　防災の基本は「自助」です。自分の命は自分で守
る、自分のことは自分でなんとかすることが大切で
す。そして、喜びにつながるのは「共助」です。「公
助」は最後のよりどころだと思います。
　これからも研修を続けていきます。そして、私の
住んでいる地域では、
・それぞれの地域の小単位ごとに「１次避難所」を

設定し、地域住民に知らせる。
・各戸に、一目で分かる「防災のとき」を配布する。
・広報紙等で、粘り強く啓発する。
などに取り組みます。
　新しく防災組織を立ち上げ、防災活動を一つずつ
実践していく地域づくり、町づくりにチャレンジ中
です。� （人権教育推進員）
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ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
相
談
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。


